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福島第一原子力発電所の格納容器から採取したサンプル中に、Zr や Fe を含んだμm オーダーの U 含有粒

子が存在していた。ウラン含有粒子の TEM による組成分析を進めたところ、c-(U,Zr)O2、t-(Zr,U)O2, α-Zr(O), 

UO2 等の相が単独相もしくは複数相を成すさまざまな粒子が見られた。 
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1. 1F 汚染物サンプルの SEM-EDS 分析 

福島第一原子力発電所から採取した 4 つの汚染物サンプル、 

A : 1 号機 PCV 底部堆積物の付着したウェス、 

B : 2 号機 PCV 内部調査装置カメラ部付着物スミア、 

C : 2 号機原子炉建屋オペレーティングフロア養生シート片、 

D : 3 号機 PCV 内部調査装置水中 ROV 付着物スミア 

の表面の SEM-EDS 分析を行ったところ、鉄さびやその他の構

造物由来成分のほか、U や Zr 元素が観察された。いずれのサン

プルにおいても U 元素は局所的にのみ観察（図 1）され、Zr や

Fe を含んだμm オーダーの U 含有粒子として存在していた。 

2. U 含有粒子の TEM 分析 

U 含有粒子中心付近の SEM-EDS 点分析（粒子内及びその近

傍元素の情報を含む）による U:Zr:Fe 比の違いを大まかな目安と

し、詳細分析によって多くの相を観察できるよう U 含有粒子を

選定して、それらの粒子の断面の TEM 観察を行った。サンプル

D のうち SEM-EDS 点分析で Zr 比が高かった U 含有粒子につ

いての TEM(BSE)像を例として図 2 に示す。各位置の元素比及

び電子回折によって結晶相を定めたところ、この粒子はα-Zr(O)

と c-(U,Zr)O2 の 2 相が複雑に絡み合った粒子であり、α-Zr(O)部

分は緻密であるのに対して、c-(U,Zr)O2 の大部分は微細な亀裂が発生していることがわかった。4 つのサンプ

ルに含まれる U 含有粒子 18 個の TEM 観察により、現在、c-(U,Zr)O2、t-(Zr,U)O2, α-Zr(O), UO2 等の相が見

つかっており、U 含有粒子はこれらが単独相もしくは複数相を成したものであった。今後、これら粒子の成

り立ちについて確認を進め形成温度や環境等について知見を得る必要がある。 
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図 1 サンプル B 表面の U 元素の分布 

  

 

図 2 サンプル D 中の U 含有粒子の断
面の TEM(BSE)像 
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